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道路事業 再評価

一般国道１１３号 小国道路

令和５年１０月３０日
国土交通省 東北地方整備局

お ぐ に

資 料 ４－２

要点審議事業

令和５年度 第２回 事業評価監視委員会 資料



（単位：ｍ）

１．事業の目的と概要 新規事業採択後５年経過

事業費・進捗率

小国道路

・速達性・定時性の確保

・広域迂回の解消

・広域観光連携の支援

起終点 ：自：新潟県岩船郡関川村大字金丸

至：山形県西置賜郡小国町大字松岡

延長（開通済） ：１２．７ｋｍ（－ｋｍ）

幅員 ：１３．５ｍ

道路規格 ：第１種第３級

設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

計画交通量 ：４，８００台／日

事業化 ：平成３１年度（令和元年度）

用地着手 ：令和３年度

工事着手 ：令和４年度

○事業目的

○計画概要

位置図

※進捗率・執行済み額は令和5年3月末時点

⾧ 井 市

南 陽 市

川 西 町

5,159台/日

Ｎ
小国道路
12.7km

お ぐ に

（T’21センサス）

平面図

小 国 町

米 沢 市

⾧井市役所

飯豊町役場

小国町役場

川西町役場

高畠町
役場

米沢市役所

南陽市役所
公立置賜
総合病院

新 潟 山 形 南 部 連 絡 道 路

新 潟 県 山 形 県

飯 豊 町

南陽高畠
IC

米沢北
IC

287
13

287

113

112

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

道
路
種
別

： 2車線
車
線
数

その他凡例

： 市役所
： 役場
： R3センサス交通量
： 主要渋滞箇所

米沢中央
IC全体事業費

(うち用地補償費)
執行済み額※
(うち用地補償費)

全体進捗率※
(用地進捗率)

H31新規
事業採択時

(うち用地補償費)

完成 ３５０億円
(１８億円)

２６億円
(０.４３億円)

７%
(２%)

３５０億円
( １８億円)
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平成31年4月:東北中央自動車道（南陽高畠～山形上山）が開通。
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赤湯バイパス
H21.3開通
延⾧7.2㎞

あ か ゆ

梨郷道路
（事業中）
延⾧7.2㎞

り ん ご う

小国道路
（事業中）
延⾧12.7㎞

お ぐ に

鷹ノ巣道路
（事業中）
延⾧5.0㎞

た か の す

荒川道路
H21.3開通
延⾧3.6㎞

あらかわ

新潟山形南部連絡道路
に い が た や ま が た な ん ぶ れ ん ら く ど う ろ

川西バイパス(事業中)
かわにし

延⾧5.7㎞

米沢川西バイパス(事業中)
よねざわかわにし

延⾧4.0㎞

米沢北バイパス(事業中)
よ ね ざわき た

延⾧3.4㎞
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宮 城 県

村上市
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２．前回評価時からの周辺環境等の変化
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やまがたかみのやまなんようたかはた

山形上山IC

な ん よ う た か は た や ま が た か み の や ま

新規事業採択後５年経過

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道その他凡例

： DID地区
： 工業団地

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時からの

変更箇所

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線
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３．コスト縮減の取組み事例(交差ルートの見直し）

○交差町道において、計画協議では「改修計画あり」の回答だった事から、函渠（幅6.7m×高さ5.6m）を計画。
○その後、設計協議において、道路管理者が将来的な利用形態を再度検討した結果、「改修計画なし」と変更になった。
○上記計画変更により、函渠（幅4.7m×高さ5.6ｍ）及び交差角を見直した事により、コストを縮減。

当初

■断面及び交差ルートの見直し（－０．１億円）

○当初計画：０．６億円

・ 幅6.7m×高さ5.6m、延長２９．０mで計画。

○変更計画：０．５億円

・ 幅4.7m×高さ5.6m、延長２４．４mに見直し。

当初計画 変更計画 変動

交差ルートの見直し ０．６億円 ０．５億円 -０．１億円

合計 ０．６億円 ０．５億円 -０．１億円
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４．事業の投資効果

前回 今回 変化 変 更 概 要

基準年度（評価年度） H30 R5 あり ・新規事業採択後５年経過による

事業期間 R1～R10 R1～R10 なし

費用便益分析マニュアル H30.2 R4.2 あり ・R4.2マニュアル改訂（原単位の見直し）

計画交通量推計年度 R12 R22 あり ・最新ODへの見直し

計画交通量推計ＯＤ（フレーム） H22OD H27OD あり ・最新ODへの見直し

計画交通量（台／日） 5,300 4,800 -500 ・最新ODへの見直し

事業費 億円 350 350 －

費
用
便
益

億
円

全体

総便益Ｂ （現在価値） 320 376 +56

・交通量の減に伴うＢ／Ｃの減少総費用Ｃ （現在価値） 287 359 +72

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.1 1.05 -0.05

残
事業

総便益Ｂ （現在価値） ― 376 +376

総費用Ｃ （現在価値） ― 327 +327

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ― 1.2 +1.2

〇算出条件・費用便益分析の前回比較

全 体
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

301 63 11 376

費用 C
事業費 維持修繕費 更新費 総費用

285 73 - 359
B／C 1.05

残事業
（億円）

便益 B
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 総便益

301 63 11 376

費用 C
事業費 維持修繕費 更新費 総費用

254 73 - 327
B／C 1.2

〇今回の費用便益分析 〇今回の感度分析

【全 体】

交 通 量：（-10%～+10%） 0.95 ～ 1.2

事 業 費：（-10%～+10%） 0.98 ～ 1.1

事業期間：（-20%～+20%） 1.02 ～ 1.1

【残事業】

交 通 量：（-10%～+10%） 1.05 ～ 1.3

事 業 費：（-10%～+10%） 1.1 ～ 1.2

事業期間：（-20%～+20%） 1.1 ～ 1.2

※費用及び便益の合計は表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。
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５．事業の必要性に関する視点

９．対応方針（原案）

８．地方公共団体等の意見

１）事業を巡る社会情勢等に関する視点
・事業目的である速達性・定時性の確保、広域迂回の解消、広域観光連携の支援の必要な状況は変化していない。

２ ）事業の投資効果 B/Cが事業全体で1.05、残事業で1.2。
３ ）事業の進捗状況 R５.３末時点での進捗率は小国道路 ７%。

６．事業の進捗の見込みの視点

７．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

○開通時期については、完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定

事業継続
（理由） 速達性・定時性の確保、広域迂回の解消、広域観光連携の支援のため、早期整備の必要性が高い。

○交差ルートを見直し、コスト縮減を図っている。

○山形県知事の意見

○新潟県知事の意見

１「対応方針（原案）」案のとおり、「継続」で異議ありません。
２小国道路は、新潟山形南部連絡道路の一部を構成する自動車専用道路で、冬期の交通規制や不定期に頻発する雪崩・落雪予防作業による

交通機能の低下、通行止め発生時の広域迂回を解消するとともに、県を跨いだ広域的な連携・交流の推進を支援する極めて重要な路線であることから、
早期の整備が必要です。このため、本県では、「第４次山形県総合発展計画」や「山形県道路中期計画2028」において“広域交通ネットワークとしての
高規格道路整備”の重要性を盛り込み、高規格道路の整備及び機能強化を促進することとしております。
また、令和３年７月策定の「新広域道路交通計画」において、本路線は広域道路ネットワークの“高規格道路”に位置付けております。
引き続き、コスト縮減にも十分に配慮しながら、通常予算に加え「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に基づく別枠の財源を確保すると
ともに、本事業にも充当するなどし、早期完成に向け、事業の推進をしていただくようお願いします。

県民の安全・安心を確保し、活力のある新潟県を創るため、事業の継続を望みます。本事業は、地域経済の発展や産業振興に寄与することに加え、災害に
強い幹線道路ネットワーク形成のための道路整備として、本県にとって重要な事業と認識しております。今後もコスト縮減に努めつつ、着実な整備をお願いしま
す。併せて、本県は、厳しい財政状況のもと、公債費負担適正化計画に定めたルールに基づき、毎年度における投資的経費を公債費の実負担で管理してい
ることから、事業の実施に当たっては、地方負担の軽減や直轄事業負担金の平準化などをお願いします。
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１０．事業の進捗状況

位置図
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施工中 施工済み

R5.4月現在凡例 構造物名は仮称

着工前

②湯花地区

ゆのはな

①増岡地区
ますおか

至 村上市

至 南陽市

Ｎ

起点側から終点側を望む

6
出典:地理院地図に道路情報等を追記して掲載

③松岡地区

まつおか

③



費用便益分析に含まれない効果

一般国道１１３号 小国道路

7777

参考資料

令和５年度 第２回 事業評価監視委員会 資料

お ぐ に

令和５年１０月３０日
国土交通省 東北地方整備局
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一般国道113号 小国道路 の費用便益分析結果

項目 全体事業 残事業

費用

事業費 285億円 254億円

維持管理費 73億円 73億円

総費用（C） 359億円 327億円

効
果

便益

走行時間短縮便益 301億円 301億円

走行経費減少便益 63億円 63億円

交通事故減少便益 11億円 11億円

総便益（B） 376億円 376億円

その他の
効果

時間信頼性向上 所要時間のばらつきを考慮した余裕時間が短縮（約9.2億円）

環境改善 CO2排出量削減により環境改善に寄与（約0.5億円）

産業支援 小国道路を契機とした工場拡張等、新規雇用創出（設備投資106.5億円、約４４0人）

医療支援
小国町立病院→公立置賜総合病院（川西町）の所要時間が1分短縮したことにより、心筋梗塞の生存率が
約51%→約53%に向上

利活用（災害時の物流）
災害時の日本海側⇔太平洋側の迅速な物資供給を支援
※東日本大震災時には 「災害時支援道路」 として機能

総便益（∑B） 376億円+その他の効果 376億円+その他の効果
8
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小国道路
お ぐ に

小国町関川村

新潟県 山形県

9

総余裕時間費用
（億円／年）

③時間信頼性
向上便益

（億円／年）
①‐②

④時間信頼性
向上便益

現在価値換算
（億円／50年）

①整備なし ②整備あり

小国道路 523.11 522.58 0.52 9.21

▼時間信頼性向上便益算出結果

「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」
に基づき便益換算した結果、

約9.2億円の効果が見込まれる

時間信頼性向上の効果

▼位置図 ▼時間信頼性向上のイメージ

小国道路の所要時間のばらつきを試算すると、現道区間と比べ、余裕時間が縮小（6分→4分）。
この時間信頼性の向上効果について、「時間信頼性向上便益算定マニュアル（案）」に基づき便益換算を行うと、約9.2億円の効果。

１．時間信頼性の向上 9関連SDGｓ

〈道路凡例〉
:対象路線
:高規格道路
:国道
:県道
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小国道路

現道区間

最小
14分

最大
22分

時間差
8分

小国道路

最小
10分

最大
16分

時間差
6分

平均
所要時間

12分

平均
所要時間

16分

※

※ 遅刻の可能性を無くすために余裕を持って早めに出る必要がある時間
（余裕時間）＝（最大所要時間）ー（平均所要時間）

総余裕時間費用の差（便益）

0.52億円/年

＝

余裕時間※

4分

余裕時間※

6分

出典:ETC2.0道路プローブデータ(R4.10)
（小国道路の所要時間分布は、赤湯バイパスの速度分布を元に試算）9



二酸化炭素(CO2)の削減による環境への効果を
「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」

に基づき便益換算した結果、

約0.5億円の効果が見込まれる

3,827,837 

3,826,786 

3,825,000 3,827,500 3,830,000

当該事業

未整備時

当該事業

整備時

（ｔ-CO2/年）

101010

小国道路の開通により、CO2削減量は1,051 (t-CO2/年) 。
「客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法（案）」より便益換算を行うと、約0.5億円相当の効果が見込まれる。

２．環境改善 1010関連SDGｓ

▼環境改善便益算出結果

環境改善の効果

CO2排出量(t-CO2/年) ③
削減量

(t-CO2/年)
①-②

④
貨幣換算

(億円／年)

⑤
現在価値換算
(億円／50年)①

整備なし
②

整備あり

小国道路 3,827,837 3,826,786 1,051 0.030 0.52

▼二酸化炭素（CO2）の削減量

0.030億円/年

【小国道路の整備によって】
• 現道である国道113号から交通が転換
• 並行路線である県道からも交通が転換

➡影響エリア全体の時間効率化により環境が改善

1,051(t-CO2/年)削減

CO2の1tあたりの削減価値
2,890円※

※H21.6「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」の
炭素換算トンあたりCO2の貨幣評価原単位10,600円/ｔ-Cより算定
（10,600円/ｔ-C ×0.273（換算係数）＝2,890円/ｔ-CO2）

出典:交通量推計結果

小国道路
お ぐ に

小国町関川村

新潟県 山形県

▼位置図
〈道路凡例〉
:対象路線
:高規格道路
:国道
:県道
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小国道路が事業化されたR１以降の工場建設は置賜地域で２２件であり、工場立地が進展。
小国道路整備を契機として、沿線自治体の企業では工場の拡張等も実施。
工場拡張等の設備投資額（106.5億円）や新規雇用の創出（約440人）は、道路整備による地域への経済波及効果として見込

むことが出来る。

３．産業支援

▼小国道路周辺の企業位置図（工場拡張等）

5 6 10
15 16

21
28 32

37 41
50

58
63 67

72

0

20

40

60

80

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

工場建設件数

(件)

出典:山形県工場立地件数

▼置賜地域の工場建設件数（累計）の推移

関連SDGｓ

⾧ 井 市

川 西 町

Ｎ
小国道路
12.7km

お ぐ に

小 国 町

米 沢 市

新 潟 山 形 南 部 連 絡 道 路

新 潟 県 山 形 県 飯 豊 町

南陽高畠
IC

米沢北
IC

287
13

287

113

112

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

道
路
種
別

米沢中央
IC

梨郷道路
7.2km

り ん ご う

赤湯ﾊﾞｲﾊﾟｽ
7.2km

あ か ゆ

飯豊町

小国町

出典:山形県工場立地件数

小国道路を契機とした工場拡張等

工場拡張等の
設備投資額
57.5億円

新規雇用の創出

約140人

飯豊町

工場拡張等の
設備投資額
49億円

新規雇用の創出

約300人

小国町

出典:小国町、飯豊町 提供資料

▼沿線自治体ヒアリング結果（R5.9）

小国道路事業化
R1以降２２件
（R4ｰH30）

企業凡例
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心筋梗塞の時間別生存率

40分39分

51％53％

南陽高畠IC

米沢北IC

米沢中央IC

米沢八幡原IC

⾧井市役所

飯豊町役場

米沢市役所

川西町役場

白鷹町役場

⾧井市

飯豊町

米沢市

川西町

南陽市

白鷹町

小国町役場

小国町

関川村

村上市

胎内市

新発田市

関川村役場

村上市役所

南陽市役所

村上瀬波温泉IC

村上山辺里IC

朝日三面IC

小国道路
延⾧12.7km

お ぐ に

公立置賜
総合病院

12

搬送時間(分)

▼搬送時間と生存率（心筋梗塞の例）

出典:道路整備による救急医療改善効果、藤本ら（交通工学、2010年9月）

・搬送時間:40分→39分
（約1分短縮）
・生存率 :約51%→約53％
（約2％増加）

▼ 小国町立病院から公立置賜総合病院への
所要時間の変化

出典:令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査
※昼間12時間旅行速度で算出
※小国道路は、80km/hで算出

40分
39分

30

35

40

45

現道利用 小国道路利用

（分）

整備前 整備後

約１分短縮

小国町では、地域唯一の第3次救急医療機関(公立置賜総合病院)への救急搬送割合が約７割。
小国道路の整備により、小国町立病院から置賜総合病院への搬送時間は約１分短縮（４０分→３９分）。
心筋梗塞の生存率は約５１％から約５３％に向上し、生存率向上に寄与。

４．医療支援

▼小国町の行先別救急搬送割合（R4.1～R4.12）

75 189 11
小国町

小国町立病院 公立置賜総合病院 その他県内

69％

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

:公立置賜総合病院（三次救急）

:公立置賜総合病院以外の救急搬送病院

出典:R5.7 ヒアリング調査結果

関連SDGｓ

27％ 4％

おぐに
小国町役場

小国町立病院

（仮）岩井沢IC
い わ い ざ わ
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おきたま
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▼東日本大震災後の物資輸送経路

酒田港
国道113号は東日本大震災時
の緊急輸送道路の一つ

国道113号断面

▼震災後の新潟港の状況 ▼震災後の国道113号の状況

▼新潟港の外貿コンテナ量の変化 ▼国道113号断面の交通量の変化

15
18

0
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震災前
（2010年3月）

震災後
（2011年3月）

（千TEU）

53

123

0

50

100

150

震災前 震災後

（百台）約1.2倍
約2.3倍

※震災前:3/1~3/10、震災後:3/13~3/19

混み合うコンテナターミナル
至 南陽

至 新潟

2011/03/15（5：43）

【道の駅「いいで」駅⾧の声】
○同館前の国道１１３号は東日本大震災などで、日本海側と太平洋側をつなぐ代替輸送路となり、高所作業車や消

防車両がルート確認や情報収集の場として活用。
○Ｒ３．６に防災道の駅に選定され、より一層、太平洋・日本海側双方向の物資輸送の支援体制が確保された。
◯Ｒ５．８に新潟山形南部連絡道路（小国～飯豊）も計画段階評価となり、災害時の物資輸送の面からも、新潟

山形南部連絡道路の早期整備・完成を期待する。 出典:R5.9ヒアリング調査結果

道の駅いいで
R3.6防災道の駅に選定

小国道路整備により、国道113号
を使った太平洋・日本海側双方向
の物資輸送体制を強化

1313

東日本大震災では、太平洋沿岸の港湾が被災したため、日本海側の港湾から被災地への物資輸送が行われた。
震災前後で、新潟港の取扱いコンテナ量は約1.2倍、新潟港への主要アクセス路である国道113号の交通量は約2.3倍に増加し、国

道113号も新潟港から被災地への物資輸送道路として貢献。
R3.6には、沿線の道の駅「いいで」が防災道の駅に選定され、今後の災害時においても太平洋・日本海側双方向の物資輸送支援の効

果が見込まれる。

５．利活用（災害時の物資輸送） 1313131313関連SDGｓ
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